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くから神に捧げられ「百薬の長」と崇められてきたお酒。
日本酒は自然環境に磨かれ育まれてきた「國酒」であ

り、日本を代表する食文化です。日本酒の国内消費量は、1970
年代に比べると68.3％も減少しました。一方、清酒の輸出量
は海外での和食ブームもあって、40.8％も増加しています。当
番組では、関西発祥とされる清酒の歴史を紐解くとともに、お
酒をどう盛り上げていくか探ります。
　日本最古の神社である大
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神社（奈良県）は、「お酒の神様」
として日本書紀に記述が残
されており、お酒造りの神
様として長らく信仰されて
きました。また、菩提山正
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は、醸 造 技 術 を 発 展 さ
せ、それまでの「どぶろく」

（濁り酒）から、澄んだ清酒
を生み出しました。
　一方、伊丹においては、
お米と水を三回に分けて
仕込む「三段仕込み」という
洗練された製法を開発。酸
度を保ち、雑菌の繁殖を抑
え、さらに保存がきくように
火入れを行い、容器を甕か
ら木の樽に変えるなど大量
生産を可能にしました。こ
のように現代の酒造りに通
じる醸造方法を編み出し、
品質の高い清酒（澄み酒）
を大量に造って江戸にも市
場を拡 げました。当 時、江
戸ではまだ濁り酒が主流で
あり、上質な上方の清酒が

「樽 廻 船」で 運 ば れ、「下り
酒」としてもてはやされました。この下り酒が美味しかったこと
から、下り酒以外を「くだらない」ものと呼び、今日の「くだらな
い」の語源になったのです。また、最高の酒米として人気があ
る「山田錦」が後背地にあり、六甲山の急流を利用した水車に
よる精米技術、酒造りに適した宮水により、灘五郷にも酒造り
の拠点が移りました。このように関西は「清酒発祥の地」とし

て、確固たる地位を確立しました。
　今日の海外での日本酒ブームについて、アメリカ人日本酒
ジャーナリストであるジョン・ゴンドナー氏は、ワインのプロ
であるソムリエが日本酒に興味を示したことが背景にあり、日
本酒はワインと違ってどんな料理にもあうため、食中酒として
飲まれており、和食店だけではなくイタリア料理、フランス料理
などでも提供されるようになったことが日本酒ブームのきっか
けになったと見ています。

　銘酒を提供するお店とし
て名高い、大阪市中央区の
料理店「かむなび」が全国
各地の蔵元から厳選した
銘酒を取り揃え、日本酒と
和食の新たな楽しみを発
信しています。
　わが国でも日本酒ブー
ムがよみがえる日は近いの
ではないでしょうか。

古

ナビゲーター：仲みゆき

　神功皇后が五穀豊穣を祈るため住吉大社に神田を設け、長門国（現在の山口
県）から植女（うえめ）を召して御田植奉仕をさせたことにはじまる「御田植神
事」。明治時代に入って境内の土地が民間に払い下げられ中断したが、大阪新町
廓が御田を買い上げ、芸妓が植女となって神事廃絶の危機を救いました。現在は
関西･大阪 21 世紀協会（上方文化芸能運営委員会）などが、大阪の誇るべき伝統
文化・神事芸能として支援しています。この日は、約4,000人の参拝者が見入る中、
御田に設えた舞台で御稔女（みとしめ）による雨乞い祈願の「神田代舞（みとしろ
まい）」や、田の周囲で無形文化財の住吉踊りなどが奉納されました。

　生國魂神社の筆頭権禰宜・中村文隆氏を招き、同社が約 2700 年の歴史をもつ大阪最古の神社で
あることや、御祭神が日本列島そのものの御霊（みたま）であることなどが紹介されました。
　同社は、日向国（現在の宮崎県）から瀬戸内海を東征してきた神武天皇が現在の大阪城あたり（当時
は上町台地まで海が迫っていた）に着き、ここで生島（いくしま）大神と足島（たるしま）大神を祀ったこ
とに始まります（豊臣秀吉が大坂城築造の際に現在の場所に移転）。この 2 柱を合わせて八十島（やそ
しま）大神といい、日本列島そのものの御霊を指しています。平安時代から鎌倉時代には、同社で皇位
継承の儀式である「八十島祭（やそしまさい）」が行われていました。

　近代大阪の美術史が専門の橋爪節也氏を招き、大阪における戦前・戦後の美術館の歴史や、大大阪
時代の文化行政の理念などを伺いました。例えば大阪で最初の「美術館」は、明治 21 年（1888）の「大阪
府立博物場中央館（美術館）」（大阪市中央区）で、絵画を柱に掲げたり、壁一面に何枚も掲げる見本市
会場のような建物でした。大正 14 年（1925）に東京市を抜いて大阪が日本一の巨大都市になると、行政
は「人口が多いだけで一流の都市とはいえない」という考えのもと、美術館を「文化施設」とみなしまし
た。また、佐伯祐三作品のコレクターであった山本發次郎（1887～1951）は、「美術品の蒐集は道楽のよ
うに思われているが、私は永遠の文化事業であると信じている」との主旨の名言を残しています。

中村文隆氏

かむなび

樽廻船（沢の鶴資料館）

橋爪節也氏

関西･大阪 21 世紀協会は、「助成と顕彰」、「関西・大阪ブランドの発掘と発信」、「伝統の進化と創造」の
3 つを事業の柱としています。ここではそのなかのいくつかをご報告します。

イベント報告イベント報告

6月14日／住吉大社（大阪市住吉区）

住吉大社 御田植神事  （国指定重要無形民俗文化財）

中村文隆氏（生國魂神社 筆頭権禰宜）　3月15日／中之島センタービル　

交流サロン 21cafe  八十島（やそしま）の御霊・生國魂神社

橋爪節也氏（大阪大学総合学術博物館、大阪大学大学院文学研究科教授）
6月26日／中之島センタービル

交流サロン 21cafe  大阪の美術館の歴史を振り返って

自然と歴史が生んだ和の雫
～知られざる日本酒の魅力～（25分）

総合監修：佐々木洋三（関西･大阪 21 世紀協会 専務理事）
制作著作：ケイ・オプティコム　関西･大阪 21 世紀協会

関西･大阪 21 世紀協会ホームページ
インターネット番組「関西食探訪」・好評アップ中

関西･大阪 21 世紀協会は、動画「関西食探訪」をウェブサイトに掲載しています。

 関 西 食 探 訪  YouTube で検索 http://www.osaka21.or.jp/movie/
または、関西･大阪 21 世紀協会ウェブサイト「関西の魅力」にアップ中です。

　古代から近世まで、なにわ大坂にゆかりの深い 100 人の痕跡を訪ね、現
代にどのように伝わっているのかをルポルタージュするシリーズの第 2 弾。
古代～15 世紀に活躍した 31 人（伝説上の人物を含む）を収録しました。発
刊予定は 8月下旬。発売準備が整い次第、協会ホームページなどでお知ら
せします。
主な掲載人物：神武天皇、神功皇后、王仁、仁徳天皇、物部守屋、聖徳太子、

小野妹子、行基、道鏡、坂上広野麻呂、菅原道真、安倍晴明、
渡辺綱（源綱）、楠木正成、北畠顕家、一休宗純など

歴史は生きている　最新フィールドノート

新刊のお知らせ

【関西･大阪 21 世紀協会編著】

なにわ大坂をつくった100 人 古代～15 世紀篇　

サイズA5 判／並製カバー装／
本文 266 頁  定価 1,600円＋税

発行元 ：（株）澪標   
みおつくし

「平成 OSAKA 天の川伝説 2018」開催中止について
　この度の平成30年7月豪雨により被災された皆様には心よりお見舞い申し上げます。7月7日（土）
に開催を予定しておりました「平成OSAKA天の川伝説2018」は、お客様の安全を最優先に考え、中止
とさせていただきました。ご理解を賜りますよう何卒よろしくお願いいたします。

斎牛による代掻き（御田植神事）

神田代舞を奉納する
安田奈那子さん

既刊「16 世紀～17 世
紀篇」は、大阪府内書
店、Amazonなどで
発売中
＊書店にない場合は、書店

にてご注文いただくか、
発行元（株式会社澪標）
にご注文ください。

大阪市中央区内平野町
2-3-11-203  
TEL.06（6944）0869  
FAX.06（6944）0600

伊丹では「三段仕込み」という
洗練された製法が開発された

灘で酒造りが発達したのは、
宮水と酒米と海運の便

水の硬い灘は「男酒」、
水の軟らかい伏見は「女酒」

奈良の大神神社から全国の
蔵元へ届けられる杉玉※

（※新酒ができたことを知らせるサインだった）

詳しくは当番組で！

御食国 関西
み   けつ   くに


